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山恵鉄工　株式会社
代表取締役　村木幹人

　5．工場周辺美化・緑化活動を推進します

　6．廃棄物の削減及びリサイクルの推進に努めます

　7．環境方針は全社員に周知するとともに、社員の環境教育を行い
　　　  環境に関する意識の向上を図ります

2018年4月10日

【基本方針】
環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ取組みます。

環境経営方針

【基本理念】
山恵鉄工株式会社は、金属部品の機械加工を通じて、環境保全に取組み、お客様や
社会から信頼され続ける安全・安心な工場を目指します。

　4．資源を大切にするため、ペーパーレス化を推進します

製缶を中心に材料の切断から塗装を行うなかで、多大な環境負荷を発生させております。
これらの環境負荷を継続的に低減するために、以下のとおり宣言します。

　１．環境関連法規を遵守します

　２．省エネ活動を通じ二酸化炭素排出量の削減に努めます

　３．節水活動を行い、水使用量の削減に努めます



1．　事業所及び代表者名

山恵鉄工　株式会社
代表取締役　村木　幹人

2．所在地

本社 　〒373-0071　群馬県太田市原宿町2898
原宿工場 　〒373-0071　群馬県太田市原宿町2898
さくら工場 　〒373-0004　群馬県太田市強戸町162-13
第一工場 　〒373-0019　群馬県太田市吉沢町1748
第二工場 　〒373-0019　群馬県太田市吉沢町1745
第三工場 　〒373-0016　群馬県太田市矢田堀195

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者
環境管理責任者
EA21事務局
TEL(さくら工場)
FAX(さくら工場)

4．対象範囲

山恵鉄工株式会社　　山恵鉄工(株)全組織・全活動

5．事業の内容

建設機械部品、プラント設備等の製造

6．事業規模

2.事業活動の規模

売上高 百万円 1,290
活動規模 単位 2021年度2020年度

1,672

代表取締役　村木幹人
島田嘉彦(原宿工場)／大塚修央(さくら工場・第一工場∼第三工場)

大塚修央／川島芳子
0276-56-4601
0276-56-4602

第二工場：610
第三工場：430

従業員数 人 147

第二工場：610
第三工場：430

延べ床面積 ㎡

原宿工場：3,564
さくら工場：6,552
第一工場：467

130
原宿工場：3,564
さくら工場：6,552
第一工場：467



承認 作成

②事務局から提供される教育資料を用いて各部員に教育を実施する。

召集する。環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗
管理について協議する。事務局が必要と認めた者は出席する
ことができる。
①部門長は自部門内の環境活動をチェックリスト・点検表・MTGより
実施状況を把握し環境委員会にて報告を行う。

(品質会議に含む)

各工場長
(各部門長)

事務局

①必要な責任者を任命する。該当責任者には、現在の責務に関わりなく、
兼任で責任と権限を明示する。
②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・資金・
機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。
③環境方針を制定する。
④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・環境
目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。
①エコアクション21の構築・運用を円滑に行い、最高責任者による見直しの

②内部監査を実施する。
①事務局として、エコアクション21に関する実務全般を所管する。
②原宿・さくら、両工場長を補佐しエコアクションを推進する。
③年間計画に記された教育計画に基づき部門長に展開する。

職名 役割
最高責任者

環境管理責任者

環境委員会 最高責任者･事務局･部門長で構成し、半期に1回最高責任者が

為の情報を最高責任者に提供する。

※原宿工場・さくら工場の部門長は、各工場の工場長とする。

【環境管理責任者】
島田嘉彦(原宿工場)

大塚修央(さくら工場・第一工場∼第三工場)　

【部門長】
さくら工場長
松島　明

【部門長】
原宿工場長
野村　篤

大塚修央
川島芳子

【環境委員会】
※品質会議に
含まれる

【部門長】
第一工場
野村　篤

3.エコアクション21推進組織図

【最高責任者】
代表取締役
村木幹人

【事務局】

2017年7月1日　作成

村
木

大
塚

【部門長】
第二工場
松島　明

【部門長】
第三工場
窪　悟



基準値

2020年度 2022年度 2023年度

実績 目標 目標値 実績 達成状況 目標値 目標値

※第一工場～第三工場　廃棄物排出量は原宿工場と合算請求

①二酸化炭素排出量(kg-CO2) 1,211,352 1,033,067

②廃棄物排出量(kg)一般・産廃合算 310,949 257,637

環境への負荷 2019年度 2020年度

③水資源投入量(㎥) 1,920 2,176

④化学物質取扱及び管理の徹底 ― 管理の徹底

２．主な環境負荷実績

未達
2021年実績
に対して1％
削減

2022年実績
に対して1％
削減

売上高100万円当たりの

軽油使用量の削減(L/百万円)

⑤本業に関する目標

33.81
2020年実績
に対して1％
削減

33.47 44.60

一般廃棄物・産廃排出量の削減

(kg/百万円)

③従業員一人当たりの

1.34
2020年実績
に対して1％
削減

水資源投入量の削減

(㎥)

158.84
2020年実績
に対して1％
削減

未達

― 管理の実施

2021年実績
に対して1％
削減

2022年実績
に対して1％
削減

1.33 1.49 未達
2021年実績
に対して1％
削減

2022年実績
に対して1％
削減

達成 管理の徹底 管理の徹底

157.25 252.60 未達

①売上高100万円当たりの

636.91
2020年実績
に対して1％
削減

630.54 826.03

2021年度

1,065,574

325,860

1,920

4.環境目標とその実績

1．環境目標とその実績

＊購入電力の排出係数は、0.619kg-CO2/kWhを使用しています。

環境目標

今年度目標と達成状況

2021年度

次年度以降の目標

2021年実績
に対して1％
削減

2022年実績
に対して1％
削減

二酸化炭素排出量の削減

(kg-CO2/百万円)

②売上高100万円当たりの



5.環境活動計画の取組みと評価

＊2021年4月～2022年3月の活動の取組みと評価をしております。
環境活動計画 環境活動計画の取組結果とその評価

1．二酸化炭素排出量の削減 自社・顧客の休業が明けと、試作品の増大により電力消費量の増大と納品回
数の増大により特に電力・軽油使用量が増大したため達成状況は未達となって
しまった。基準値の見直し(平年の稼働の値)を含め、社内で見直しを図っていき
たいと思う。

①空調温度適正化・表示
②照明不要時のOFFの推進
③エアコン清掃の実施
④エコドライブ推進 次年度の取組内容
⑤社用車の点検・整備 コロナ禍が明け営業活動もコロナ前へと復活、むしろ増大している。重点項目の

電力・軽油使用量の着目し継続定期に削減を実施する。

2．廃棄物排出量の削減 新規顧客のラインを構築すべく、さくら工場・原宿工場のレイアウト変更を実施し
た。その際、不要な治具等を廃棄したため廃棄物が増大した。また、第三工場
は、倉庫となっていた状況から組立工場として本格的に稼働開始した。各工場
の2Sを実施した結果廃棄物が増大した。

①分別ルールの徹底
②廃棄物置場の整備
③産廃業者との契約書の確認
④裏紙使用ルールの徹底 次年度の取組内容

工場のラインが完成したため、産業廃棄物、一般廃棄物共、廃棄物減量を各
工場とも意識をもって活動していく。

3．水資源投入量の削減 第一・第二・第三工場の節水啓蒙活動に注力できていないとEA事務局自身が
反省をしている。主要工場での掲示と同様、各工場実施する。①毎月のメータの確認(漏水防止)

②節水表示(手洗い場・トイレ) 次年度の取組内容
③トイレの節水 第一・第二・第三工場の節水啓蒙活動も注力する。

4．化学物質取扱及び管理の徹底 前年取組を継承し、新規溶剤等を使用する際はSDS入手、化学物質含有に
ついて確認。リストに基づいて使用量の把握を行う。①取扱商品（化学物質含有）の把握

②購入量の把握
③SDSの入手

次年度の取組内容
配送計画を立案(納品の帰りの引取等)することで効率的に運送を行うとともに、
ドライバーへのエコドライブ冊子による啓蒙活動を継続して行う。

④取扱商品一覧表の作成 次年度の取組内容
⑤管理手順の策定 新規の溶剤等を使用する際は必ずSDSを入手して化学物質の含有について確

認する。

5．本業に関する目標 前年取組内容の配送計画は社内グループウェアで各職制及び、ドライバーに共
有され、納品帰り便での引取等効率的に運送は行われてはいたが、試作品・新
規顧客への納品で削減には至れなかった。

①軽油使用量の削減



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への違反はありません。
尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

6.環境関連法規制の遵守

法規制等の名称 遵守事項 遵守状況

騒音規制法 特定施設の届出 遵法
フロン排出抑制法 保守点検実施 遵法

廃棄物処理法 委託基準（契約書・許可証）、マニフェスト交
付・保存及び交付状況報告 遵法

振動規制法 特定施設の届出 遵法
浄化槽法 保守点検実施、法定検査実施 遵法



7.代表者による全体の評価と見直し

過去最悪の売上状況の中で、『環境』面での大きな進捗はできなかった。もちろん従来からの廃棄物の分別
等のオペレーションは変わらず適正に実施されており、担当社員の労をねぎらいたい。

経営サイドからの『環境』投資としては、以下挙げられる。

① 高能率溶接電源の導入促進
従来から導入している高能率溶接電源は、同じ溶接量でも電流/電圧を低減できるため全体省電力化に貢
献できるが、今年度も積極的に同電源を積極的に追加導入したもの。

② 木材破砕機の導入
さくら工場緑地管理に際し、伐採した雑木は従来焼却ゴミとして依頼処理をしていたが、今般木材破砕機を
導入し、社内での破砕処理を行なうこととした。破砕したウッドチップは緑地に散布することで堆肥化することが
できる。また雑草の繁茂抑制にもなる。

今後の計画として、フォークリフトの順次電動化を進める。
今回の火災に際し、貯蔵燃料の危険性と管理負荷の高さが明らかになった。電動化することで燃料補給の手
間から解放されるだけでなく、貯蔵をなくすことができ、炭酸ガス削減になる。積極的に推進したいと考える。


